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歴史・Ⅲ

1 欧米列強の世界分割
⑴　帝

てい

国
こく

主
しゅ

義
ぎ

…資
し

本
ほん

主
しゅ

義
ぎ

の発達した欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

が，市
し

場
じょう

や原料を求め
てアジアやアフリカに進出し，やがて軍事力で植民地化する動き。
→アフリカはヨーロッパの国々によりほとんど植民地になった。
経線や緯

い

線
せん

で引かれた国境線は当時の情勢を表す。
⑵　東アジアの情勢…朝

ちょう

鮮
せん

をめぐり，日本と清
しん

が対立。イギリス・
ロシアも朝鮮をめぐり対立。

2 日清戦争
⑴　原因と結果…1894年，朝鮮で東

とう

学
がく

信者の農民の反乱（甲
こう

午
ご

農
のう

民
みん

戦
せん

争
そう

）が起こり，これを鎮
ちん

圧
あつ

する名目で日
にっ

清
しん

両国が軍隊を派
は

遣
けん

。→日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

となる。→日本の勝利。

⑵　下
しもの

関
せき

条
じょう

約
やく

…1895年。清は朝鮮の独立を認め，遼
りょう

東
とう

半島・台
たい

湾
わん

な
どを日本に譲

ゆず

り， 3億 1千万円の賠
ばい

償
しょう

金
きん

を支
し

払
はら

った。→日本のア
ジア進出への足がかりになった。
⑶　三

さん

国
ごく

干
かん

渉
しょう

…1895年。アジア南下をめざすロシアはフランス・ド
イツを誘

さそ

い，遼東半島を清に返すよう要求。 →日本はやむをえず
受け入れた。→対ロシア感情の悪化。

3 日露戦争
⑴　義

ぎ

和
わ

団
だん

事
じ

件
けん

と日
にち

英
えい

同
どう

盟
めい

　①　義和団事件…1899年，山
さん

東
とう

省などで，外国人排
はい

斥
せき

をかかげ，
義和団を中心とする民

みん

衆
しゅう

が蜂
ほう

起
き

。→華
か

北
ほく

一帯に広がり，列
れっ

強
きょう

は
軍隊を共同出兵しこの動きをしずめた。→この後もロシアは満

まん

州
しゅう

の占
せん

領
りょう

を続ける。
　②　日英同盟…1902年。中

ちゅう

国
ごく

に多くの利権をもつイギリスは，ロ
シアの南下をおさえるため，朝鮮支配をめざす日本に接近し，
同盟を結んだ。

リアオトン

シャントン

日本の近代化

①東学
　朝鮮の民間信

しん

仰
こう

をもとにした宗
しゅう

教
きょう

で，西学
（キリスト教）に対

たい

抗
こう

した。
②義和団
　義和拳

けん

教
きょう

という宗教を信仰する者が中心と
なっていた秘密結社で，欧米列強の帝国主義
的進出に反抗して勢力を広げ，外国勢力の追
放を目的に反乱を起こした。

１　日清・日露戦争と近代産業の発展

▲

アフリカの分割(20世紀はじめ)

▲

日清戦争
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ウ
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おもな戦場
三国干渉によ
り返した区域
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一
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一
九
〇
四

一
九
〇
二

一
九
〇
一

一
八
九
九*

一
八
九
七

〃
一
八
九
五

〃〃
一
八
九
四

お　

も　

な　

で　

き　

ご　

と

清
が
ほ
ろ
び
、
中
華
民
国
が
成
立

中
国
で
辛
亥
革
命
が
起
こ
る

平
塚
ら
い
て
う「
青
鞜
」創
刊

（
日
米
通
商
航
海
条
約
改
正
）

関
税
自
主
権
の
回
復
に
成
功
す
る

韓
国
併
合

大
逆
事
件

伊
藤
博
文
、
ハ
ル
ビ
ン
で
暗
殺
さ
れ
る

●
重
工
業
を
中
心
と
す
る
産
業
革
命

三
国
協
商
を
結
ぶ

小
学
校
令
改
正（
義
務
教
育
六
年
に
）

夏
目
漱
石「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
設
立

日
比
谷
焼
き
打
ち
事
件

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
を
結
ぶ

日
本
海
海
戦

与
謝
野
晶
子「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」

日
露
戦
争
が
起
こ
る（
〜
〇
五
）

日
英
同
盟
を
結
ぶ

北
京
議
定
書

八
幡
製
鉄
所
操
業
開
始

ア
メ
リ
カ
が
中
国
に
門
戸
開
放
宣
言

中
国
で
義
和
団
事
件
が
起
こ
る（
〜
一
九
〇
一
）  

●
列
強
の
中
国
侵
出
が
激
化
す
る

志
賀
潔
、
赤
痢
菌
を
発
見

朝
鮮
、
国
号
を
大
韓
帝
国
と
改
め
る

樋
口
一
葉「
た
け
く
ら
べ
」

三
国
干
渉（
ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
）

下
関
条
約
を
結
ぶ

日
清
戦
争
が
起
こ
る（
〜
九
五
）

（
日
英
通
商
航
海
条
約
）

領
事
裁
判
権
の
撤
廃
に
成
功
す
る

朝
鮮
で
甲
午
農
民
戦
争
が
起
こ
る

＊義和団事件については，はじまりの年代を1898年とする説，1900年とする説もある。

重要

重要

よく出る

よく出る

よく出る

重要
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⑵　日
にち

露
ろ

戦争
　①　はじまり…朝鮮・満州をめぐる対立から。内

うち

村
むら

鑑
かん

三
ぞう

や
与
よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

など，反戦の主張をする人々もいた。
　②　経過と結果…日本は苦戦しながらも互

ご

角
かく

以上に戦い，
日
に

本
ほん

海
かい

海
かい

戦
せん

でも勝利。しかし，兵力・物資の不足で戦争
継
けい

続
ぞく

は困難に。また，ロシアも革命運動で国が混乱。両
国はアメリカ大

だい

統
とう

領
りょう

に講和の仲介を求め，アメリカのポ
ーツマスで講和会議にのぞんだ。

⑶　ポーツマス条約…1905年。韓
かん

国
こく

に対する日本の優
ゆう

越
えつ

権
けん

をロ
シアに認めさせ，南

みなみ

樺
から

太
ふと

（サハリン）を譲り受けた。また遼東
半島南部の租

そ

借
しゃく

権
けん

と南
みなみ

満
まん

州
しゅう

鉄
てつ

道
どう

の権利も譲り受けたが， 賠償
金は得られなかったため，国民は不満→日

ひ

比
び

谷
や

焼
や

き打
う

ち事件。
4 条約改正の達成
⑴　領

りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

権
けん

（治外法権）の撤
てっ

廃
ぱい

…1894年， 陸
む

奥
つ

宗
むね

光
みつ

外
相のとき，イギリスとの交

こう

渉
しょう

で成功（日清戦争の直前）。
⑵　関

かん

税
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

の回復…1911年，小
こ

村
むら

寿
じゅ

太
た

郎
ろう

外相のとき，
アメリカとの交渉で成功した。

5 日露戦争後の日本とアジア
⑴　満州進出…南

みなみ

満
まん

州
しゅう

鉄
てつ

道
どう

株式会社を設立。→満州経営の基
き

盤
ばん

。
⑵　韓国併

へい

合
ごう

…韓国統
とう

監
かん

府
ふ

設置（1905年）。→伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

，ハルビ
ンで暗殺（1909年）。→韓国併合（1910年），朝鮮総

そう

督
とく

府
ふ

を置く。
⑶　中

ちゅう

華
か

民
みん

国
こく

の成立
　①　辛

しん

亥
がい

革
かく

命
めい

…1911年。武
ぶ

昌
しょう

（武
ぶ

漢
かん

）から起こり，清をほろ
ぼす。指導者は孫

そん

文
ぶん

。三
さん

民
みん

主
しゅ

義
ぎ

を唱えた。
　②　中華民国…1912年に成立。首都は南

ナン

京
キン

。臨
りん

時
じ

大
だい

総
そう

統
とう

は
孫文。しかし，袁

えん

世
せい

凱
がい

が大総統になると独裁政治になった。
6 近代産業の発展と教育・文化の普及
⑴　産業革命の進

しん

展
てん

…日清戦争前後は軽工業中心。 →日清戦
争の賠償金をもとに八

や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

が操業（1901年）。 →日露戦
争前後は重工業中心。三

みつ

井
い

・三
みつ

菱
びし

・住
すみ

友
とも

など少数の財
ざい

閥
ばつ

が
産業界を支配。
⑵　社会問題… 公

こう

害
がい

の発生。足
あし

尾
お

銅
どう

山
ざん

鉱
こう

毒
どく

事
じ

件
けん

（田
た

中
なか

正
しょう

造
ぞう

）。
⑶　社会主義運動…大

たい

逆
ぎゃく

事件（1910年）。
⑷　教育の普

ふ

及
きゅう

と科学の発達…日露戦争後，義務教育は 6年
に。医学・科学分野で北

きた

里
さと

柴
しば

三
さぶ

郎
ろう

，志
し

賀
が

潔
きよし

，野
の

口
ぐち

英
ひで

世
よ

，長
なが

岡
おか

半
はん

太
た

郎
ろう

らが活
かつ

躍
やく

。
⑸　近代文学の成長と新しい芸術
　①　文学…坪

つぼ

内
うち

逍
しょう

遙
よう

，二
ふた

葉
ば

亭
てい

四
し

迷
めい

，森
もり

鷗
おう

外
がい

，樋
ひ

口
ぐち

一
いち

葉
よう

「た
けくらべ」， 夏

なつ

目
め

漱
そう

石
せき

「坊
ぼ

っちゃん」，石
いし

川
かわ

啄
たく

木
ぼく

「一
いち

握
あく

の砂
すな

」など。
　②　美術…フェノロサ・岡

おか

倉
くら

天
てん

心
しん

らが日本美術を復興。横
よこ

山
やま

大
たい

観
かん

（日本画），黒
くろ

田
だ

清
せい

輝
き

（油絵），高
たか

村
むら

光
こう

雲
うん

（彫
ちょう

刻
こく

）など。
　③　音楽…滝

たき

廉
れん

太
た

郎
ろう

「荒
こう

城
じょう

の月」，「花」などの作曲。

ウーチャン ウーハン

スンウェン

ユワンシーカイ

③与謝野晶子の詩「君死にたまふことなかれ」
　日露戦争に出

しゅっ

征
せい

した弟の身を案じる気持ちをうたっ
た。

④三民主義
　民族主義（民族の独立），民権主義（政治上の平等），
民
みん

生
せい

主義（経済上の平等）。
⑤八幡製鉄所
　1901 年操業開始。中国から輸入した鉄鉱石と，北

きた

九
きゅう

州
しゅう

の石炭を用いて鉄鋼の自給をめざした。
⑥大逆事件
　政府は，幸

こう

徳
とく

秋
しゅう

水
すい

らが明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

の暗殺を計画した（大
逆罪）という理由で，多くの社会主義者を捕え，非公
開の裁判で幸徳ら 12 名を死

し

刑
けい

とした。しかし，多く
は無実であったと考えられている。

▲

日露戦争

▲

日露戦争当時の列国の関係
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1 年表によるまとめ
□　次の年表の〔　　〕①～⑫にあてはまる数字や語句を答えなさい。

2 日清戦争
　　次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。
　　ⓐ朝鮮で起きた甲午農民戦争をきっかけに日清戦争が起こったが， これに勝利し
た日本は，ⓑ清に朝鮮が独立国であることを認めさせるとともに， ① 半島，台
湾などを譲り受けた。しかしその直後，ⓒロシアはドイツ・ ② とともに ①

半島を清へ返すよう強く日本に申し入れ，日本はやむなくこれを受け入れた。
□⑴　 ①に共通してあてはまる語句を書け。
□⑵　 ②にあてはまる国名を書け。
□⑶　下線部ⓐの戦争を起こした農民たちが信仰していた宗教を何というか。
　⑷　下線部ⓑについて，次の問いに答えよ。
　□①　これらのことが定められた条約を何というか。
　□②　①の条約で，日本が得たもう 1つのものは何か。次のア～エの中から選び，

その記号を書け。
　　　ア　香

ホン

港
コン

　　　　イ　樺太　　　　ウ　千
ち

島
しま

　　　　エ　多額の賠償金
□⑸　下線部ⓒのできごとを何というか。

1

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

2

⑴

⑵

⑶

⑷①

②

⑸

時代 年代 日本のできごと 年代 世界のできごと 中国

明　
　
　
　

治　
　
　
　

時　
　
　
　

代

1891

1894

〃

1895

〃

1901

〔 ① 〕

1904

1905

1910

〃

1911

足尾銅山鉱毒事件が起こり，田
中正造が解決に努力する

軽工業を中心とする産業革命が
起こる

陸奥宗光外相の交渉により
〔  ②  〕が撤廃される

〔  ③  〕戦争が起こる

下関条約が結ばれる

ロシアなどから〔  ④  〕を受ける

八幡製鉄所が操業を開始する

イギリスとの間で日英同盟が結
ばれる

重工業を中心とする産業革命が
起こる

〔  ⑤  〕戦争が起こる

アメリカの仲介で〔  ⑥  〕条約
が結ばれる

幸徳秋水らが処刑される
（〔  ⑦  〕事件）

〔  ⑧  〕を併合する

小村寿太郎外相の交渉により
〔 ⑨ 〕の回復に成功する

1894

1899

1911

1912

朝鮮で〔  ⑩  〕戦争が起こる

列強の中国侵出が激化する

中国で義和団事件が起こる

中国で孫文の指導のもとに〔 ⑪ 〕
が起こる
中国で〔  ⑫  〕が成立し，清がほ
ろびる

清

〔 

⑫ 

〕

特に入試によく出る項目
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3 日露戦争
　　次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。
　　ⓐ日露戦争がはじまると，日本は苦戦をしながらも勝利を重ねた。しかし，日本
には長期にわたって戦争を継続する力がなく，またロシアも国内に革命の動きが起
こって，両国とも戦争を続けることが困難となったため，ⓑアメリカの仲立ちで講
和を結んだ。
　⑴　下線部ⓐについて，次の問いに答えよ。
　□①　この戦争がはじまる 2年前に，日本はロシアに対する利害が一

いっ

致
ち

したある国
と同盟を結んだ。この同盟を何というか。

　□②　この戦争の際，弟を戦場に送った女性の気持ちを「君死にたまふことなかれ」
とうたった歌人はだれか。

□⑵　下線部ⓑのとき結ばれた条約を何というか。
□⑶　⑵ののち，東アジアへの侵

しん

略
りゃく

を強めた日本は，1910年にある国を植民地として
支配下に置いた。このできごとを何というか。

4 条約改正
　　次の問いに答えなさい。
□⑴　領事裁判権（治外法権）撤廃を含む条約改正に最初に応じたのはどこの国か。
□⑵　外務大臣の小村寿太郎は，1911年，アメリカとの交渉により不平等条約の改正
に成功したが，このとき回復された権利を何というか。

5 近代産業の発展と教育・文化の普及　
　　次の問いに答えなさい。
□⑴　日本で，軽工業を中心とする産業革命が起こったのはいつごろか。次のア～エ

の中から選び，その記号を書け。
　　ア　18世紀末　　イ　19世紀はじめ　　ウ　19世紀末　　エ　20世紀はじめ
□⑵　日本で産業革命が進むと，三井・三菱などの大資本家が，一族を中心に強力な
組織をつくり，日本の経済を動かした。この組織を何というか。

□⑶　日露戦争後，義務教育は何年に延長されたか。
□⑷　「坊っちゃん」，「吾

わが

輩
はい

は猫
ねこ

である」など多くの名作を残した小説家はだれか。
□⑸　フランスの画法を日本に伝え，印象派の明るい画風を紹

しょう

介
かい

した人物はだれか。

3

⑴①

②

⑵

⑶

4

⑴

⑵

5

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

特に入試によく出る項目

重要
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社会・中３

1 グローバル化する社会
⑴　グローバル化　情報通信技術や輸送技術の発達により，国家や地域
の枠組みをこえて，地球規模で一体化が進んでいる。
　①　国際分業　わたしたちのくらしは，自国のみでは存在できない。世
界の国々とのあいだでの，貿易や技術，文化の交流によって成り立
っている。それぞれの国や地域で，競争力のある産業に力を入れ輸
出し，競争力のないものは輸入する。国際競争が進んだ上で諸外国
と相互に支えあう 国際分業 が行われている。また，青年海外協力
隊の派遣など，互いの協力が大切である。

　②　国際競争　グローバル化が進むなか，よりよい商品，より安い商
品をめざして，国際間の競争も激しくなってきている。

⑵　多文化共生社会　日本で暮らす外国人の数は200万人を超えている。
さまざまな文化を持つ人が 1つの国で暮らしていくためには，文化の
ちがいを尊重することが必要である。

2 情報社会
⑴　情報通信技術の発展　 情報 は，新聞，テレビ，ラジオ，電話
などのメディアから得ることができる。1990年代以降は，インターネッ
トや携帯電話の普及によって，大量で多様な情報取得が可能になった。
⑵　社会の変化　情報通信技術の発展により，わたしたちのくらしは大
きく変化した。メディアリテラシー，情報モラルが重要に。
　①　利点　インターネットを使って，さまざまな人との通信，オンラ
イン・ショッピング，金融機関との取り引きなどが可能になった。

　②　問題点　有害な情報の氾濫，個人情報の流出，インターネットに
よるトラブルや犯罪の増加など。

3 少子高齢社会
⑴　家族形態の変化　日本では，かつては祖父母と同居し，数世代が同
居する大家族が中心であったが， 高度経済成長期には， 大家族から
核家族 世帯が中心となる。

⑵　少子高齢化
　①　少子化　女性 1人あたりの子どもの出生数が減少。女性の社会進
出，教育費の負担の増加，将来の社会への不安などが原因。 少子
化 が進むと，労働力人口が減少するという問題がおこる。

　②　高齢化　65歳以上の人口が全人口に占める割合が 7％以上の社
会を高齢化社会，14％以上の社会を高齢社会という。 高齢化
が進むと社会保障のありかたに影響が出る。

⑶　これからの社会
　①　少子化社会対策基本法　2003年，子育て支援の法整備が進む。国
や地域，企業などで，子育てのための環境充実をめざす。

　②　育児・介護休業法　2009年，子育てや介護のための休暇制度が改
正された。

　③　持続可能な社会　現在の世代も将来の世代も幸福な社会をめざす。

現代社会とわたしたち

①高度経済成長
　1950 年代中ごろから 1973 年までの
約 20年間続いた急速な日本経済の成長。

▲

在留外国人数の推移

▲

家族形態の変化

▲

遺産相続

▲

日本のインターネット利用者数の推移
　（契約者数）
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※2014年から
　統計方法が
　変更になって
　いる。
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4 現代社会と文化
⑴　文化　科学・宗教・芸術など。人間の手でつくり上げた生活様式
や社会のしくみなどで，世界には，国や民族によってさまざまな豊
かな文化が広がっている。
　①　科学　科学は，人間の生活を便利で豊かにする。日本では，産
業ロボット，クローン技術，宇宙ステーションなど，さまざまな
科学技術が発達している。科学技術は，常に海外との競争にさら
されている。

　②　宗教　神や仏などへの信仰。世界の三大宗教は，キリスト教，
イスラム教，仏教。日本では，神道，仏教，キリスト教などさま
ざまな宗教が信仰されている。

　③　芸術　美術や演劇，音楽など。人が豊かな生活をおくる上で大
切な役割を果たしている。

⑵　伝統文化　
　①　伝統文化　長い間，人々のあいだで受けつがれてきた文化。日
本では，能，歌舞伎，茶道，華道など。冠婚葬祭も文化の 1つで
ある。

　②　日本の年中行事　毎年，同じ時期に行われる行事。地域によっ
て特色がある。

　③　文化財　文化的景観や伝統的建造物群など。 文化財 は文
化財保護法によって保存に努められている。文化財は観光資源と
して活用されている。

　④　伝統工芸品　各地に伝統工芸品が伝承されている。大館曲げ
わっぱ（大館市）， 南部鉄器（盛岡市）， 将棋駒（天童市）， 輪島塗
（輪島市），京友禅（京都市），萩焼（萩市），有田焼（佐賀県有田町）
など。

⑶　文化の多様性　日本には各地域によって特色のあるさまざまな文
化がある。
　①　琉球の文化　沖縄や奄美群島の文化。
　②　アイヌの文化　北海道や千島列島で受けつがれた文化。
　③　日本の中の外国文化　日本には多くの外国人が生活をしている。
それらの人々は自国の文化を受けついでいる。

5 社会集団　人間は，家庭や学校，職場など 社会集団 のなかで生

きている。そのなかで，ともに生きていくためには，互いの個性や考
え方を尊重しあい，社会集団のなかのルールを守ることが必要。
⑴　契約と義務　わたしたちの生活のなかには，物の貸し借り，待ち
合わせ，品物の購入などさまざまな契約がある。契約を結ぶと，契
約を守る義務を負う。契約は互いの信頼と責任により成立する。

⑵　対立と合意　多くの人がくらす世の中では，それぞれが意見をも
ち考え方が対立することがある。対立がおきると，話し合いによっ
て合意をめざそうとする。
⑶　効率と公正　対立がおきたとき，合意に向かうための判断基準に
効率と公正がある。最大の利益を得られるか（効率），等しく利益を
得られるか（公正）が判断の基準になる。

②世界の三大宗教
○キリスト教
　１世紀の初めに，イエス・キリストが，西
アジアのパレスチナ地方で開いた教えを信仰
する。神への愛と隣人愛を説く。経典は聖書。
カトリック・プロテスタント・正教会派など
にわかれている。世界各地に広まった。
○イスラム教
　7世紀初めに，アラビア半島でムハンマド
が開いた教え。唯一神アッラーを信仰する。
聖地はメッカのカーバ神殿。経典はコーラン。
酒や豚肉は口にせず，１日５回，メッカの方
に向かって礼拝，１年に約１か月の断食。
○仏教
　紀元前６世紀ごろに，インドで釈迦によっ
て説かれた教え。アジア州に広がった。日本
には，紀元６世紀ごろつたわり，浄土宗や浄
土真宗，曹洞宗や臨済宗，日蓮宗などがある。

③年中行事
　年中行事は，地域によってさまざまなもの
がある。

▲

効率と公正

対立

効率と公正

意
見
A

意
見
B

合意

１月
２月
３月
４月
５月
７月
８月
９月
10月
11月
12月

初詣
節分・バレンタイン
ひな祭り・彼岸
花見・花祭り
端午の節句
七夕
盆
月見・彼岸
秋祭り
七五三
クリスマス
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1 グローバル化する社会
　　右のグラフを見て，次の問いに答えなさい。
□⑴　2014年の在留外国人数は，約何万人か。
□⑵　2014年の在留外国人数は，1960年の約何倍
になっているか。

□⑶　現代のように，国家間で人々の移動が増大
することによって形成された，さまざまな人
や文化が共存する社会のことを何というか。

□⑷　⑶のような社会ではともに生きる社会をつ
くることが求められる。それはどのような社
会か。簡単に書け。

□⑸　地球規模で，政治や経済，文化の一体化が
進むことを何というか。

2 情報社会
　　次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。
　　20世紀は，ⓐ新聞・雑誌・映画・ラジオ・テレビなどの が，急速に発達し

た世紀であった。情報化社会と呼ばれる現代では，情報は，読む情報に加えて，聞
く情報，そして見る情報と多様に発展していった。これらの情報は一方向的なもの
が多かったが，1990年代に入ってから急速に， ⓑ一方向的ではないコミュニケーシ
ョンの手段が普及してきた。
□⑴　 にあてはまる語句を書け。

□⑵　下線部ⓐのうち，リアルタイムで世界の情報
が手に入るという利点があり，わたしたちの生
活に最も大きな影

えい

響
きょう

をおよぼしたのはどれか。
□⑶　下線部ⓑの代表例である，コンピューターの
ネットワークを用いて，世界中の情報を収集し
たり交換したりする情報手段を何というか。

□⑷　右のグラフは，⑶の利用者数の変化を示して
いる。⑶の利用者数は，2000年から2013年まで
でどのように変化しているか。

3 少子高齢社会
　　次の問いに答えなさい。
　⑴　右のグラフを見て，次の問いに答えよ。
□①　グラフの中の（　Ｘ　）にあてはまる家族形態を
何というか。

□②　2010年に，（　Ｘ　）世帯は全世帯のおよそ何割
を占めているか。

□③　1960年から2010年にかけて，最も大きく増加し
ているのはどんな世帯か。グラフ中の語句で書け。

1

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

2

⑴

⑵

⑶

⑷

3

⑴①

②

③

10 12 13年06 0804022000

（万人）

（｢日本国勢図会｣2015/16年版ほかによる）
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※2014年から
　統計方法が
　変更になって
　いる。
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　⑵　右の資料を見て，次の問いに答えよ。〈富山〉
　□①　1985年と2013年の日本の

働く女性について，年齢別
にみてどのように変化して
いるか，簡単に書け。

　□②　2013年の日本とドイツの
年齢別女性の働いている割
合について，どのような違
いがみられるか，簡単に書
け。

□⑶　次の資料Ａ～Ｄは，それぞれ1935年，1960年，1995年，2014年のいずれかの日
本の年齢階級別人口構成を表したものである。Ａ～Ｄを年代の古い順に並べなさ
い。

4 社会集団
　　次の問いに答えなさい。
□⑴　右の書面はあるものの貸し借りの取り
決めを記したものである。書面中の
にあてはまる語句を書け。

□⑵　ものごとの採決のしかたには，全員一
致のほか，より多くの賛成を得られた意
見に決めるしかたがある。これを何とい
うか。

□⑶　⑵で採決した場合，どのような短所が
あるか，簡単に書け。

⑵①

②

⑶ → → →

4

⑴

⑵

⑶

資料　年齢別女性の働いている割合
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